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≪勉強会の開催実績≫ 

地域の皆様とともに海岸侵食対策を考えていくうえで必要となる事柄に関す

る見識を深めるために開催。 
 

海岸勉強会 開催日時 内容 

第１回 平成 19 年 12 月 4 日（火） 

19：00～21：00 

「行政のしくみについて」等 

第２回 平成 20 年 1 月 15 日（火） 

19：00～21：00 

「海岸侵食対策事例の紹介」等 

第３回 平成 20 年 2 月 13 日（水） 

19：00～21：00 

「地元の人の危機感について」「間伐材を用いた砂浜回復工

法について」等 

第４回 平成 20 年 3 月 19 日（水） 

19：00～21：00 

「砂の移動に関する話」 

第５回 平成 20 年 4 月 23 日（水） 

19：00～21：00 

「海岸の生物（ アカウミガメ、鳥類等）に関する話」 

第６回 平成 20 年 6 月 4 日（水） 

19：00～21：00 

「今年度の事業実施予定について」 

第７回 平成 20 年 7 月 9 日（水） 

19：00～21：00 

「港湾の役割について」 

第８回 平成 20 年 8 月 7 日（木） 

19：00～21：00 

「前回までの宿題」：住吉海岸の離岸堤について、宮崎港の

維持浚渫・等深線図・費用対効果について 

第９回 平成 20 年 9 月 9 日（火） 

19：00～21：00 

「植生について」 

「防潮林の役割について」 

第１０回 平成 20年 10月 12 日（日） 

9：00～21：00 

「みなさまと一緒に海岸を見、歩き、海岸への思いを語らう」

現地見学 

・石崎浜試験養浜箇所、動物園裏養浜箇所、一ッ葉有料道路

レストハウス 

第１１回 平成 20 年 11 月 6 日（木） 

19：00～21：00 

「宮崎平野と住吉地区」 

－土地に刻まれた歴史を考える－ 

講 師：宮崎県文化財保護審査会 会長 甲斐 亮典先生 

第１２回 平成 20年 12月 16 日（火） 

19：00～21：00 

「利用者から見た海岸について」 

第１３回 平成 21 年 1 月 24 日（土） 

 13：00～16：00 

養浜工事現地見学会 

・石崎浜試験養浜箇所 

記者発表 

・宮崎海岸事業の今後の進め方について(住吉公民館) 

＊開催場所：住吉公民館 
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海岸勉強会参加者の意見 

第１２回海岸勉強会（住吉公民館） 
平成２０年１２月１６日（水） １９：００～２１：００ 

 

◆良かったこと 

国のやっていることが明確にわかる。 

原因やアイデアなど、共有することができた。 

現場見学をして、一緒に現状認識出来たのが良かった 

現場現地調査 

砂浜復元について、関係者からの意見が聞けたこと。 

知らないことを勉強できる。 

今まで知り得ない知識を得られたこ事。 

わからない事、知らない事をばくぜんと知り得ることができた。 

海流、砂の粒径、建造物との関係などを知識としてつけ加えられた。

幅広い勉強もできた。 

情報・知識の

共有 

現地での状況とその時の意見 

それぞれの立場からの意見があることがわかった。 

皆さんの海に対する思いがよくわかり、色々な活動を知ることがで

きました。 

色々の立場の思い、考えがわかって良かった。 

多様な意見が聞けることは、大変良い。 

知らない分野の意見が聞けた。 

住吉海岸に関わる方々の思いや状況、立場をシェアリングできてよ

かった。 

多 様 な 意

見・立場 

自分の観点とは違った意見を多く聞けて大変良かった。 

宮崎海岸のレビューが出来た。 海 岸 へ の 意

識 海岸の諸問題について、意識を深めることができた。 

ＭＣの先生の進行が公平で気軽に発言できる雰囲気がよかった。 

次回のテーマを決めておくことは大変よい。 
開 催 方 法 と

進行 
開催が平日の夜なのと、場所が決まっているので参加しやすい。 

色々な方と接することが出来、交流の場となって良い。 

毎月一度集まることで、住吉海岸に関わる住民、行政、サーファー、

学識経験者が顔なじみの関係になったのがよかった。 
人 の ネ ッ ト

ワーク 
話し合いで、サーファー、地域住民、行政の距離が近づいた。 

その他 こういう場ができた事がよかった。 

 



 27

 

◆こうすればもっと良よくなる「提案」 

ヘッドランド工法に限らず、世界各地で「優良海岸」と称される場

所での工法を検討して頂ければと。 

今後は、国土保全の方向を一考お願いしたい。 

専門的に、より正確で幅の広いアドバイスが必要。一部の学者の持

論をそのまま鵜のみにしてしまうのはとても危険です。 

先行的な行政の取り組みがほしい。 

原因（侵食）についての議論が足りないこと。 

次又はその次に発表したい希望をとって、そういう機会を与えて頂

くと、より建設的になると思う。 

今の月一回のペースでは、広く市民や県民が参加できない。ＰＲと

回数を増やせば？ 

今起きていることについての分析が不足。少なくとも意見を集める

べき。 

現状＋具現性 

もっといろんな人の話がききたい。専門家だけではなく地元住民の

語り部的なもの。 

海浜、また海上などで行われている工事、作業などの内容、目的な

どを詳しく知りたいが、どうすれば良いか。 

テーマ、進め

方 

県外、海外の事例をもっと豊富に知るべきと思います。フロリダの

海岸は特にぜひやって欲しい。構造物乱立と養浜に対する批判がア

メリカで出ているらしいです。 

反映の方法 
１２回の勉強会が行われたが、貴重な意見が委員会に提案されてい

ない。国土交通省の役割をしっかりしていただきたい。 

参加できない時があるので、議事録が欲しい。 

質問と回答もＨＰにアップして欲しい。 

話し合われたことや、ＨＰによせられた質問に、常に応えられる態

勢を。（ＨＰの充実） 

情報提供 

行政の方へ、数字ではなく、アバウトでもわかりやすく。 

漁業関係者を参加させる。もしくは、勉強会を川南でする。沖を見

ている人の意見が必要。 

もっと地域住民の方が多く参加できるよう工夫したい。 

住吉だけでなく、宮崎中心でも開催してほしい。もっと広く呼びか

けてほしい。 

参加者の拡

大 

委員会に出ている人たちや、今後立ち上がる委員会の人たちも是非

参加するべきだと思います。 

その他 みんなサーフィンをすれば、もっと良い。 

 


